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井上：そもそもこれはカメラ装着
式のムービングライトですよね。
小さいですね。それと持った感じ
は高級感ありますね。よくある四
角いLEDの作りとは違い丁寧に作
られている感じがします。

川崎：何せ、コンパクト！
「ちょっとロケ行ってインタビューし
てくるねっ！」という時は最強で
すね。
バッテリーもハンディカメラ用が

使えるし、LEDなので比較的長持ち。
熱も出ないし、フィルター系も、ディフューザーやアンバー
がバンドアの形で最初からついているのは便利。また、光
量を調整出来るディマーノブもあって、100～5％まで調光
可能。さらに、オプションがいろいろと用意されていて、
アームやソフトボックスをはじめ電池用の電源パックがあ
るのもいざという時、頼りになりそうですね。

井上：そうそう、バンドアついていて羽切り出来るのも良
いし、このサイズで照射角度を調整出来るのもいいです
ね！

川崎：そうですね。ただ、照射角は狭いので、調整ノブを
目一杯広げても、カメラのレンズがワイド寄りだと丸く影
が出てしまいます（フォーカシング幅4度～56度）。どうし
ても四角いLEDと比べてしまいますね。あくまで、2～3人
までのヨリのSHOTで使用すべし！ですかね。

大畠：一般的にカメラの上に付けるのでやはり小さいとい
うことが一番ではないでしょうか。もちろん明るさについ
ては、明るいにこしたことはないですが、重くなっては、

映像機材グループディスカッションレポート
新企画のグループディスカッションレポートです。最新の映像機材を触りながら、
グループで操作感などをリポートするというものです。
今回は、株式会社ケンコープロフェッショナルイメージング様からお借りした、
「dedolightのミニDLOB LED」を3人でレポートします。

使い勝手が限られてくると思います。ハンディカメラのバッ
テリーのSタイプで90分ぐらい使えるのも魅力ですね。小さ
いわりには、色々と調整が可能なので、後はカメラマンの
工夫次第で色んな局面で使えそうなライトだと思います。
夜間の撮影で使ってみましたが、単独インタビューみたい
なレポートでは問題なく使えますが、バッテリーが外れや
すいのが難点。
スチールカメラに取り付けて夜間イベントの撮影をしまし
たが、ストロボ撮影のような赤目になることはありません
し、光のページェントの撮影での補助光としても有効に使
えました。

川崎：カメラヘッドにつけて、比較的に近い距離から直接
被写体に当てると付属のデューフーザーだけでは、かなり
まぶしくてトレペ的なものが必要かも。
また、スタンドを持って行ければ、バウンドさせたりや脇
からあてるやり方もチョイス出来るかも！ですね。ライティ
ングキットみたいに2～3灯あれば、なお使い勝手が拡がる
のではないかと思います。

井上：今回のディスカッションは、個別にも現場に持ち帰
り使用して頂いた感想をあらためて持ち寄り、ディスカッ
ションさせて頂きました。コンパクト高機能になって来た
ハンディカメラに合わせて、ますますライトや周辺機器も
コンパクト高性能なものが増えてくるように思えます。
このグループディスカッショ
ンレポートでは、私たちの
身近な映像機材を触りなが
ら、率直なレポートをお届
け出来たらと思います。今
後もご期待ください。
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過去のコンテスト作品に学ぶ
"第4回 ITVA-日本 CONTEST上位入賞作品上映会"

2月7日（金） 江戸東京博物館　学習室2で、第4回コンテス
ト入賞作品の上映会が行われました。
20回を越える「ITVA-日本 CONTEST」の2005年度から、最
新の2012年度までの上位入賞作品を一挙11本視聴する上映会
です。7年前の作品はさすがに、時代の流れを感じる部分も
ありますが、見る人を惹きつける内容は、月日が流れても十

分伝わるような気がしました。もちろん最近の企業映像の動
向も感じ取ることができ良かったのですが、逆にもっと古い
作品が見てみたいとも感じました。年月を経てもなお説得力
の高い作品には、きっと映像の持つ普遍的な魅力が隠されて
いるような気がします。31年の歴史を持つITVA-日本ですの
で、ぜひ、30年前の映像も皆様に伝える機会を設けられたら


